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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、グローバル化に伴う人々の移動を「女性」と「言語問題」に焦点を絞り、移民女性

の言語問題を社会言語学の観点から、当事者の戦略とホスト社会の支援との関係を明らかにしよ

うとするものである。移民の受け入れの歴史が長い多文化社会である欧米の場合、非熟練労働者

や難民などの移民に対して、その社会の構成員として「福祉」や「権利」の理念のもとで言語支

援が行われている状況が確認できる。しかし移民の受け入れに消極的な日本の場合、在日コリア

ンや中国帰国者の例からいえるように、移民女性は、複雑な社会的要因により、社会的排除の対

象となってきた事実がある。一方、近来結婚移住女性が増えている韓国の場合、移住女性に対し

て韓国人の「妻」や「母」という認識が社会に定着しており、「多文化家庭」をささえる女性の

役割としての言語的圧迫が強いことが明らかになった。 

 

研究成果の概要（英文）： 

This research focuses on “women” and “language problems” in regard to the present global 

migration phenomena. It aims to explain from a sociolinguistic viewpoint the difficulties 

that immigrant women face in terms of the relationship between their survival strategies 

and the host societies’ supports. European and American multicultural societies, that 

already have a long history of accepting immigrants, have been providing language 

supports under “welfare” and “rights” principles for immigrants, as members of society. 

Japanese society, on the other hand, has been reluctant in accepting immigrants, and, as 

seen with the case of Korean residents and Chinese returnees, socially excluded immigrant 

women for complex reasons. Korean society has been traditionally imposing the role of 

“wives” or “mothers” on the increasing numbers of immigrant women married with Korean 

males, and these roles insist them strongly to speak Korean in their “multi-cultural 

families”. 
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１．研究開始当初の背景 

 現在日本では移民の積極的受け入れが、一
千万という具体的数値とともに検討されて
いる。すでに介護労働者として東南アジアな
どから多くの女性が来日している。それに加
え、かつての農村花嫁、興行ビザで来日した
エンターテイナーなど含めると、日本の移民
に占める女性の存在は依然として大きい。一
方で移民女性たちは、移民であり、女性であ
るということから多くの深刻な問題を抱え
ていることが幾度となく指摘されてきた。 

 本研究の関心の対象は、今まであまり関心
の向けられなかった移民女性の言語問題と
社会的排除に関わる問題である。在日コリア
ンの一世女性は日本の植民地支配を契機に
軍属、出稼ぎや親族の呼び寄せなどで来日し
たが、家父長的男尊女卑の世界に生活し、封
建主義と近代国民国家の狭間で社会構造的
に、移民と女性という幾重もの弱者の位置に
置かれてきた。特に、異国でのホスト言語の
限られた運用能力や情報入手のためには不
可欠な識字能力の欠如は彼女たちをさらに
社会的弱者として、社会的排除の構造に閉じ
込めてきた。一方で彼女たちの母語である朝
鮮語は、ホスト社会では、一般に同化や排除
の対象として処遇され私的で限定された領
域でのみ存在しえたことから、自言語への劣
等感や自己の否定にもつながりがちである。 

 今日これらの問題は多くの在日外国人＝
移民、特に移民女性の深刻な問題として浮上
しはじめている。中国帰国者の中でも高齢化
する女性は１０年以上の滞日経験にもかか
わらずほとんど日本語ができず社会的に孤
立しているほか、地方に取り残された農村花
嫁、ベトナム難民女性なども、日常の労働や
家事におわれるなか低レベルで化石化した
日本語能力はさらに外部とのコンタクトの
制限といった悪循環に彼女たちを追いやっ
ている現象がある。現在の日本語教育にとっ
て上記のような社会的弱者の地位にある女
性移民は視角外にあると言って過言ではな
い。今日計画されている労働移民導入政策以
外にも、帰国者、家族呼び寄せ、難民、結婚
移民が増加しつづける中、このような問題が
日本で一層深刻化することが予想される。 

 移民受入れ先進国といわれる北欧でも移
民女性は同様の問題をかかえているが、その
一方で、女性を含めた移民の社会参加への努
力、さらに行政や民間組織による移民への支
援施策にも積極的に取り組まれてきており、
注目に値する。 

 近年、「福祉言語学」といった、社会にお

ける言語学の新たなあり方が模索されてい
る。識字問題は、移民女性にとっての生活手
段にとどまらず、移民次世代の教育や社会参
加の可能性にかかわりうる包括的な移民言
語政策の一端を担うものとして取り組む必
要があろう。 

 

 

２．研究の目的 

 本研究では以上を踏まえ、移民女性をとり
まく言語問題を、日本社会との関係、さらに
は同様の問題を抱える諸外国、特にいわゆる
移民先進国と対比しつつ明らかにすること
を目的とするが、具体的には、以下の点に関
心をもっている。 

 １）移民女性の日本語習得の問題や生活言
語の実態を社会言語学的観点から分析し、情
報のやり取りや社会的排除などの具体的な
事例から明らかにする。 

 ２）移民女性がホスト言語を効率よく学習
できる条件を、国家の政策理念、自治体やボ
ランティアの支援形態、家庭内の言語環境と
のかかわりから明らかにする。 

 ３）移民女性の自助努力を調査し、いかに
それらを社会全体の施策、支援と結び付けう
るか、ヨーロッパ、北米、韓国の移民女性に
かかわる実態との比較からアプローチする。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、日本および海外において、い
わゆるエリート移民、留学生としてではなく、
難民や帰国者、あるいは出稼ぎや配偶者等と
して移民女性を調査対象とする。 

 調査内容は、いかなる原因、あるいは背景
において、彼女たちがホスト社会での言語習
得、文字獲得から疎外されているか、それを
補うためにいかなる手段、戦略を用いている
か、そして言語的ハンディがどのような循環
的苦境をまねいているかの実態をまず移民、
行政関係者、支援者へのインタビューにより
明らかにする。 

 移民が用いるホスト国の公用語、国語の運
用能力に関しては、特に非識字者の場合、教
室学習者に対してみられるような言語能力
調査はあまり実施されることはないため、イ
ンタビューのほか、地域ＮＧＯや支援者の情
報による。 

 さらに移民女性の言語問題に対する行政
当局の施策やＮＧＯ等民間の支援、そして当
事者の自主的な活動に関しても参与観察、イ
ンタビュー、報告書等により明らかにする。 

 



４．研究成果 
 研究代表者の主な調査地であった韓国は
結婚移住者が韓国全体の結婚比率の約 10％
に及び、配偶者のほとんどがアジアからの女
性である。その背景には韓国農村部の男性の
深刻な結婚難と結婚によって自国の家族の
経済的救済を目的とする移住女性の経済的
事情がある。そして結婚仲介業者が介入した
結婚の商品化の中で男性が一方的に女性を
選択するなど、結婚初期から男女間の力関係
において男性の優位が内在する。これらの背
景から、韓国の家族制度に編入される移住女
性の言語問題は、儒教的な価値観や家父長的
秩序による家族関係、さらに夫の家族や親族
からの排他的で民族主義的な差別など、人種
や階級、ジェンダーに関する様々問題と絡み
合い複雑性をましている。移住女性のほとん
どが韓国語の能力がない状態で来韓し、家族
や社会との意思疎通が不可能な状態で結婚
生活が始まり、ある程度の時期を過ごしても
言語（コミュニケーション）的障害や文化的
差異に対する問題を抱えている場合が多い。 
 このような結婚移住女性やその家庭（多文
化家庭）の増加により、韓国の支援政策も増
えてきた。2005年に「貧富格差差別是正委員
会」が組織され多文化家庭の支援策が具体化
したことを始めとし「外国人政策委員会」「外
国人処遇基本法」など外国人政策の体系が確
立され、韓国人と外国人が共生できる環境が
構築されている。さらに地方自治体や市民団
体、宗教団体などが女性の人権や社会福祉と
教育、そして多文化家庭とその子供のための
教育支援プログラムを実施している。 
 しかしながら、これらの支援政策は、移住
女性個々の権利を保障するという観点から
というより、外国人移住女性を韓国人の「妻」
や「母」として適応させることに焦点がおか
れる場合が多く、実際移住女性もそのような
認識の領域に甘んじている場合が多い。移住
女性に対する個別調査で明らかになったこ
とは、家族との韓国語による意思疎通が円滑
でないことから家族から信頼が得られず、冠
婚葬祭や売買などにおいて配偶者としての
決定権が与えられない場合が多い。 
 一方、韓国語習得にかかわる問題として、
移住女性の家族が韓国語教育に積極的では
なく、そのため韓国語の読み書きができず情
報のアクセスに問題を抱えているケースが
多い。また、韓国語の習得においては一般に
家族との会話を通じて自然習得することか
ら、言語能力においてバランスが取れていな
い場合が多かった。また、移住女性は自分の
韓国語に対する周囲の態度や意識から、その
ほとんどが自分の能力に恥ずかしさを感じ
ており、事実、子供からもそのような言動を
しばしば受けると証言する。 
 韓国は長く単一言語環境を自負しており、

全国民が標準語を教育システムで共有し、地
方方言や外国人の話す韓国語の変種を軽視
する傾向があるが、このような韓国社会全般
の言語意識が韓国語の階層性を生み出し、外
国人移住女性自身の言語意識にも影響を与
えている。韓国社会もこのような問題点に気
づいており、問題解決のため様々な支援策を
施しているが、移住者に対する教育支援のみ
ならず、韓国社会自体への多文化状況に対す
る教育が必要であるという声も多い。 
 分担者庄司が本研究課題に関して、エスニ
ックグループとして調査した主な対象は、国
内においては、中国帰国者、海外においては、
フィンランド在住のベトナム人である。また、
非識字者へのホスト国の主流言語教育に関
して、国内では、中学校夜間教室、フィンラ
ンドでは、成人移民を対象としたフィンラン
ド語教室のいくつかを調査した。明らかにし
た要点はおおきく以下にまとめられる。 
１）日本の中国帰国者のうち、いわゆる残留
婦人、残留孤児の多くは、公費で帰国し、日
本語教育と生活適応のための教育を中国帰
国者定着促進センターで受けている。期間は
一般に半年と短く、特に高齢者の日本語学習
には十分というには程遠いが、一度なりとも
教室学習をうけたこと、各地への定住後も中
国帰国者支援交流センターで学習の機会や
定住に関する一定の支援を受けている。一方、
中国帰国者のうち、残留婦人の現地二世など
自費で帰国した者が少なくない。その中には
現地の出生、生長時の事情で就学の機会を逃
した者が女性には多く存在するが、自費帰国
ゆえ日本語教育、適応教育を受けずに定住し、
今日にいたるまで、ほとんど日本語能力をも
たず社会と切り離された状況で生活してい
る人が目立つ。 
２）フィンランドでは非識字者として調査の
対象にとりあげたのは 1980 年代以降いくつ
かのまとまりで受け入れられたベトナム難
民の女性である。ベトナム語の読み書きはほ
とんどができるが、フィンランド語に関して
は、今日子どもが成人となった 40－50 歳代
以降の女性の多くは、読み書きはもちろん会
話力のレベルも極めて低い。その原因として
本国での教育レベルの問題の他、提供された
適応教育もそこそこに多産した子どもの育
児に専念し、15年ちかく家庭に閉じこもった
ことにある。育児、養育手当の厚さがそれを
支えているともいう。コミュニティのつきあ
いは密度が高いがそれだけ自己隔離に傾い
ているようである。 
３）ホスト社会における移民女性の非識字に
とどまる要因はさまざまであるが、彼女たち
の体験、また自助方策には共通する部分も少
なくない。ホスト社会の主流語の不自由さか
らくる劣等感、社会参加への躊躇、狭い生活
圏、その補填手段として、コミュニティへの



閉じ困り、通訳としてのこどもへの依存、口
コミネットワークなどは、双方の非識字者に
おいてみられる現象である。問題は出身国の
ジェンダーや貧困、教育の矛盾を多く引きず
っており、ホスト国の移民という立場がさら
に深刻にしている。それでもホスト国の対処
の仕方には違いもみられる。  
４）中国帰国者のうち私費で帰国した者に対
しては、国家、自治体とも定住のための教育
はほとんどみられない。日本語学習は国際交
流協会やＮＧＯの日本語読み書き教室、公立
中学夜間学校がその機会を提供しているが、
高齢者女性、特に本国で就学の経験のない
「完全非識字者」にとって、文字を知らない
ことは集団学習への大きなハードルである。
そのため 20 年近い滞日歴にもかかわらず挨
拶程度の日本語しかできず、高齢化とともに
家族が唯一の生活圏という人びとも少なく
ない。フィンランドでは、移民統合プログラ
ムの一環として移民の雇用促進を図るため
成人のフィンランド語教育に力を入れてき
たのにくらべ、移民女性、移民高齢者へのフ
ィンランド語教育、識字教育に対しては立ち
遅れていた。主に成人へのフィンランド語教
育の一環として、自治体の支援を受けた成人
学校、労働者学校やＮＧＯがフィンランド語
教育をおこなってきた。一方移民女性の言語
問題に関しては、通訳サービス制度により個
人的な対応が発達している。通訳者として子
どもへの依存は、精神的な負担等により早く
から回避の動きがあった。 
５）フィンランドでは、移民の非識字者に対
し近年積極的な取り組みがみられる。まず、
移民女性に対象を特化した識字、フィンラン
ド語教室がＮＧＯや自治体により設立され
つつあるが、高齢者、完全非識字者に特徴的
な学習の障がいを考慮した新たな教育メソ
ッドが開発試行されており注目される。また
参与観察をおこなったいくつかの施設では、
保育所との併設、女性の文化活動を提供する
ものなど使用の便宜性をたかめる努力もみ
られる。また移民の若年層にも多い潜在的非
識字者の発見のためのテストの開発などの
試みもみられ、社会全体として非識字者への
意識の向上がみられる。 
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